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序     文 

 

 カンボジア王国政府の要請に基づき、日本国政府が「カンボジア王国政府統計能力向上計画

（フェーズ２）」を行うことを決定したのに伴い、独立行政法人国際協力機構は、平成 19 年４月

から平成 22 年９月までの予定で本技術協力を行っている。 

 当機構は、平成21年２月22日から27日まで中間レビュー調査を実施し、これまでの活動実績、

進捗状況について、総合的なレビューを行うと共に、今後の対応等について協議した。 

 これらのレビュー結果は、ミニッツに取りまとめられ、調査団・カンボジア国計画省統計局双

方の合意の下に、署名交換が行われた。 

 本報告書は、中間レビュー調査及び協議結果を取りまとめたものであり、今後の技術協力事業

を効果的かつ効率的に実施していくための参考として、活用されることを願うものである。 

 終わりに、これらの調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心から謝意を表する

と共に、引き続き本プロジェクトに対する支援をお願い申し上げる次第である。 

 

 平成 21 年４月 

 

独立行政法人国際協力機構 

公共政策部長 中川 寛章 
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第１章 中間レビューの概要 

 

１－１ 中間レビュー調査団派遣の経緯と目的 

 ｢カンボジア王国政府統計能力向上計画（フェーズ２)｣（協力期間：2007 年４月～2010 年９月）

が開始から約２年経過するにあたり、以下の目的のため 2009 年２月 22 日から 28 日にかけて中間

レビュー調査団をカンボジアに派遣することとなった。 

① 活動計画に基づき、プロジェクト投入実績、活動実績、成果達成度を調査・確認し、問題点

を整理する。 

② 評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、プロジェク

トの中間レビューを行う。 

③ これまでの活動を踏まえて、PDM を見直し、対象地域、ターゲットグループ、評価指標の

設定について検討すると共に、必要となるデータの収集を行う。 

④ 上記の評価結果に基づき、プロジェクトの妥当性・効率性について確認すると共に、プロ

ジェクトチーム及び関係機関に対して必要な提言を行い、今後の活動計画について協議する。 

⑤ 本協議結果における双方の合意事項をミニッツに取りまとめる。 

 

１－２ 調査団の構成 

担当分野 氏名 所属 

団長／総括 辻 一人 JICA公共政策部 技術審議役 

政府統計 山内 晶仁 独立行政法人統計センター技術情報部 次長 

評価企画 星 光孝 JICA公共政策部 行政機能課 職員 

評価分析 西田 竜也 株式会社ケイディー･テック  主任研究員 

＊山内団員の派遣期間は２月 22 日から 27 日まで。 

 

１－３ 調査日程 

日数 月日 曜日 時間 行程 

1 ２月 22 日 日 10:50 

20:10 

成田発（NH953） 

プノンペン着（TG698） 

2 23 日 月  9:00～12:00 

15:30～16:00 

17:30～22:00 

計画省統計局（NIS）経済統計部 

計画大臣表敬 

日本人専門家との協議 

3 24 日 火  9:00～11:00 

11:00～12:00 

14:00～16:00 

第３回合同調整委員会（JCC）会合 

NIS センサス・調査部 

NIS センサス・調査部 

4 25 日 水  8:00～10:00 

14:00～15:30 

シェムリアップ州計画局 

同州バコン郡計画事務所 

5 26 日 木 10:00～11:00 

11:00～12:00 

14:00～17:30 

教育・青少年・スポーツ省 

鉱工業・エネルギー省 

NIS とのミニッツ協議 

6 27 日 金  8:00～10:30 

11:00～11:30 

14:00～15:00 

15:10～15:45 

16:00～16:30 

21:10 

NIS とのミニッツ協議 

ミニッツ署名 

プノンペン特別市計画局 

同市内区計画事務所 

在カンボジア日本国大使館表敬 

プノンペン発（TG699） 

7 28 日 土  7:35 成田着（NH916） 
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１－４ 主要面談者 

＜カンボジア側＞ 

（１）計画省 

H.E. Mr. Chhay Than Senior Minister 

H.E. Mr. In Saroeurng Secretary of State 

 

（２）計画省統計局（NIS） 

H.E. Mr. San Sy Than Director General 

H.E. Mr. Seng Soeurn Deputy Director General 

H.E. Mr. Khieu Sary Deputy Director General 

H.E. Ms. Hang Lina Deputy Director General 

Mr. Has Bunton Deputy Director General 

Mr. Vy Heang Director, Department of General Statistics  

Mr. They Kheam Director, Department of Population Census and Survey  

Mr. Khin Sovorlak Deputy Director, Department of Economics Statistics 

Mr. Saint Lundy Deputy Director of General Statistics Department 

Mr. Po Mao Deputy Director of Social Statistics Department 

Mr. Phong Vorleak Deputy Director of Economics Statistics Department 

Mr. Kim Net Bureau Chief, Department of Social Statistics  

 

（３）プノンペン特別市計画局 

Ms. Mom Sandap Director of Planning Department 

Mr. Ros Sary Deputy Director of Planning Department 

Mr. Kim Chandina Deputy Director of Planning Department 

Mr. Ros Sam Ang Chief of Administration 

Mr. Mak Phirum Staff 

Mr. San Sophat Staff 

 

（４）プノンペン特別市内区関係者 

Mr. Phen Sokhem Director of Planning Department 

Mr. Neak Uannry Bureau Chief 

 

（５）シェムリアップ州計画局 

Mr. Sou Kimprethy Director of Planning Department 

Mr. Huot Rathmony Deputy Director of Planning department 

Mr. Tes Put Bureau Chief 

 

（６）シェムリアップ州バコン郡関係者 

Mr. Phuong Sam Ath Governor of District 

Mr. Kung Proling Deputy Governor of District 
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Mr. Chea Narin Chief of District Planning Officer 

Mr. But Vibol Officer of District Hall 

 

（７）教育・青少年・スポーツ省（MOEYS）計画局 

Ms. Kuy Phala Deputy Director of Department of Planning 

Ms. Phon Tara Bureau Chief 

Ms. Than Setharath Vice Bureau Chief 

Mr. Long Dim Vice Bureau Chief 

Mr. Thach Sotevy Staff 

Mr. Nham Sinith Staff 

Mr. Cheap Sarin Staff 

Mr. An Lay Staff 

Mr. Mao Prohos Staff 

Mr. Now Theavy Staff 

Mr. Nguon Viravud Staff 

 

（８）鉱工業・エネルギー省（MIME）産業部 

Mr. Heng Sophan Director of Industry Affairs 

Mr. Hok Thy Bureau Chief 

Mr. Sok Sambath Vice Bureau Chief 

Ms. Pen Sokun Vice Bureau Chief 

 

＜日本側＞ 

（１）プロジェクト専門家 

西 文彦  チーフアドバイザー 

井上 俊一  総括／統計分析／事業所リスティング 

大友 篤  調査区設定／統計分析／小地域統計 

伊藤 彰彦 統計審査／人口センサス結果提供 

西村 邦雄 事業所リスティング／統計審査 

高津 宏幸 統計データベース／統計審査 

西山 かおり 人口センサス実施管理／業務調整 

 

（２）在カンボジア日本国大使館 

中谷 純之 二等書記官 

 

（３）JICA カンボジア事務所 

米田 一弘 所長 

小林 雪治 次長 

寺田 美紀 企画調査員 
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第２章 プロジェクトの実績と現状 

 

２－１ 投入実績 

 カンボジア側の投入として、カウンターパートとなる人員の配置、日本人専門家のためのオフィ

ス及び事務用品の提供、そしてプロジェクト活動にかかる諸経費を負担している。カウンターパー

トのリストについては付属資料１を参照。 

 また、日本側からの主な投入は、専門家派遣、本邦及び第三国での研修、そして供与機材となっ

ている。研修についてはこれまで、人口センサスや事業所リスティングに関する研修を行った。

具体的には、2007 年９月９日から 10 月６日かけて NIS（National Institute of Statistics：計画省統

計局）の職員３名、2009 年１月 14 日から２月 13日にかけて NIS の職員３名、計６名に対して本

邦研修を実施し、また、2007 年８月 25 日から９月２日まで NIS の職員２名、2008 年９月 13 日

から９月 21 日まで NIS の職員３名、計５名に対してインドネシア国中央統計庁（Badan Pusat 

Statistik：BPS）で第三国研修を実施している。 

 供与された機材のリストは付属資料２を参照、そして専門家派遣の実績については付属資料３

を参照。 

 カンボジア側及び日本側の投入は、いずれも遅滞なく順調に行われている。 

 

２－２ 活動実績 

 プロジェクトは、予定されていた活動をほぼスケジュールどおり実施してきている。具体的に

は、2009 年２月現在において、成果１から３、そして成果５から 10 の下にある活動については、

順調に遅滞なく実施されており、成果４の下にある活動については、主として 2009 年度以降実施

に移される予定である。活動の進捗状況については付属資料４を参照。 

 

２－３ プロジェクト目標及び成果達成進捗状況 

 プロジェクト開始以降の進捗状況を把握するため、本調査において、ベースラインを確認し

た。ベースラインとして、1998 年人口センサスの成果を使用した。人口センサスの確報結果公表

後の達成値をベースラインとしたが、速報結果公表時点の数値しか拾えない項目については、速

報時点の数値をベースラインに採用した。 

 中間レビュー時点の進捗状況の確認にあたり、比較の公平を期すため、確報時点の数値をベー

スラインに使用している成果については、確報時点で発現予定の見込み値を、また、速報時点の

数値をベースラインに使用している成果については速報時点の実績値を記載した。 

 成果に関して、成果１、２、３、８、９及び 10 については、順調に成果が現れている。また、

成果４、５、６及び７については次年度以降着実に成果が発現することが予定されており、成果

達成進捗状況については順調であると結論できる。 

 上位目標及びプロジェクト目標については、本調査において測定するには時期尚早であった。

また、上位目標及びプロジェクト目標については、ベースラインの設定が未だなされておらず、

本調査においても時間的な制約もあり確定することができなかったことを踏まえ、早急に右ベー

スラインの設定を行うことが望ましい。 

 上位目標、プロジェクト目標及び成果に関するそれぞれの達成進捗状況については、付属資料

５を参照。 
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第３章 評価５項目による評価結果 

 

３－１ 妥当性 

 2008 年９月に発表されたカンボジアの四辺形戦略（Rectangular Strategy）フェーズ２では、政

府の統計能力向上がより強調されており、本プロジェクト目標及び上位目標の妥当性は一層高

まっているといえる。カンボジアの統計法上で、政府統計調査を実施する唯一の機関と規定され

ている NIS は、ターゲットグループと設定することは適切であった。一方、州計画局、関係省庁

統計部局のキャパシティは NIS との開きが大きく、プロジェクト目標レベルに達成するには一層

の改善が必要と思われる。日本の支援は、技術移転を段階的に行い、組織・人材能力の向上に重

点を置くアプローチであるが、NIS へのインタビューでは、成果品完成に重点を置くアプローチ

と比して、NIS の能力向上に寄与しているとの回答が出されており、妥当であると思われる。 

 

３－２ 有効性 

 人口センサスや事業所リスティングの実施は NIS にとって OJT（On-the-Job Training）の役目を

果たしており、NIS のキャパシティは強化されつつある。プロジェクトで作成したマニュアルに

沿って、予め予備の調査員や調査票を準備しておくなど、不測の事態にも柔軟に対応できるよう

になってきている。 

 州計画局のキャパシティは、人口センサスや事業所リスティング実施にあたって行われた州調

査員向け調査説明会への参加や実施事務を通じて、少しずつ向上しつつあるものの、まだまだ支

援が必要な状況である。 

 本プロジェクトは、NIS、州計画局が能力を向上させる上で重要な経験を網羅できるような活

動で構成されている。プロジェクトの各成果達成により、次回の人口センサス及び事業所リス

ティングは、技術的には独自での実施が可能となることが期待されている。 

 関係省庁統計部局のキャパシティについては、NIS が実施する研修への参加者の選定を各省庁

に一任する形になっていることから、技術レベルが研修受講に適したレベルに達していない参加

者も見られ、向上の余地はまだ大きいのが実情である。一方、女性省（Ministry of Women’s Affairs：

MOWA）や鉱工業・エネルギー省（Ministry of Industry, Mines and Energy：MIME）など、事業所

リスティングの計画・実施に加わる省が出てきており、人口センサス及び事業所リスティングの

結果に関心ある関係省庁に関しては、今後、統計部局から適任者を研修に参加させる動きが出て

くることが期待される。また、プロジェクトによる広報活動により、カンボジア国民の政府統計

に対する認知度は高まっていることから、統計調査結果に関心を持つ中央省庁が増えてくること

も期待される。 

 

３－３ 効率性 

 これまでプロジェクトは効率的に運営されているといえる。 

 投入の質、量、そしてタイミングは第３章３－１での記載のとおり、適切に行われており、投

入や活動実施を阻害する要因は特にみられていない。UNFPA（United Nations Population Fund：国

連人口基金）との専門家派遣時期、業務内容に関する調整も適切に行われており、プロジェクト

活動に一貫性が保たれるよう配慮されている。本プロジェクトでは、専門家は短期間のシャトル

型派遣を行っているが、専門家不在時も、必要に応じ電子メール等を用いて日本から助言・指導
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を行う体制が取られており、作業進捗上、また NIS からのヒアリングでも不都合は生じていない。

専門家不在中は、NIS が習得技術・知識を用いて活動を独自に進めることを促進し、自主性の向

上につながっている側面もみられる。 

 JICA の開発調査で作成したデジタル･マップや、UNFPAや WFP（World Food Programme：国連

世界食糧計画）が作成した GIS データなど、活用できる既存リソースは有効利用しており、余分

なインプットの削減に結びついている。 

 計画省は、2008 年人口センサス実施経費（約 631万 7,000米ドル）の約 12％を負担（約 78万

3,000米ドル）しているが、これは、NIS の 2008 年度1
予算（約 81万 7,000米ドル）に匹敵する

額である。計画省は、人口センサスなど、全土を対象とする統計調査用に車両を 30 台購入し、全

24州に配置しており、調査の効率的な実施に役立っている。事業所リスティングでも、同省はデー

タ入力等の経費（約３万米ドル）を支出することを決定している。このように、予算面で、カン

ボジア計画省のオーナーシップが徐々に高まってきていることが見受けられる。 

 カンボジア政府のオーナーシップにより、技術協力プロジェクトの活動を補強する形で日本の

ノンプロジェクト無償資金協力見返り資金が活用されている。例えば、人口センサス及び事業所

リスティングに関して、データ入力用の PC購入（50台）や調査員手当て等に見返り資金が活用

されており、技術協力プロジェクトと見返り資金の連携が効果的に行われている。 

 UNFPA 等関係機関の連携・調整も円滑に行われている。人口センサスでは、本プロジェクト

フェーズ１で供与した研修用 PC（40 台）を臨時でデータ入力用に充てたほか、人口センサス及

び事業所リスティング実施に際して調査対象数が計画時点で想定していた数よりも大幅に増大す

るといった状況があったものの、NIS はプロジェクトで準備したマニュアルに基づき予め予備の

調査員や調査票を準備していたなど柔軟に対応した。 

 現段階でプロジェクトコストの効率性を測定することは時期尚早であるが、終了時評価では、

計画時点の想定コストと実際のコストの比較を検討する必要がある。 

 

３－４ インパクト 

 NIS とのインタビューでは、人口センサス結果について、すでに幾つかの省から照会がなされ

ているとの話が出された。実際、調査団が教育・青少年・スポーツ省（Ministry of Education, Youth 

and Sports：MOEYS）を訪問した際、就学率等の検証のために人口センサスの確報結果を利用し

たいと考えているとの話が出されており、人口センサス結果提供に対する関係省庁の期待は高い

と思われる。 

 事業所リスティングでは、NIS からの結果提供を待つのではなく、調査準備・実施段階から積

極的にかかわる省が出てきており、ポジティブなインパクトが見られている。女性省は「事業所

代表の性別（Sex of representative）等」を調査項目に追加するよう NIS に申し入れ、NIS と共に事

業所リスティングへのジェンダー主流化が確実に行われるよう実地研修を行っており、鉱工業・

エネルギー省は事業所リスティング指導員 40 名のうち２名を同省職員から出している（残り 38

名は NIS 職員）。鉱工業・エネルギー省の産業部を訪問した際に、同省職員から調査結果は有用

であると認識しているとの発言があり、調査結果への関心の高さが窺えた。 

 政府統計データに対する中央省庁の関心・ニーズは確実に存在しており、NIS が調査結果をこ

                             
1
 カンボジアの会計年度は１月から 12 月。 
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れまで以上に提供できるようになれば、カンボジア政府及び州政府の政策・計画・戦略の立案や

実施におけるインパクトは大きくなると予想される。NIS の政府統計データの提供能力を高める

には、NIS、州計画局の統計職員の能力向上が不可欠であり、本プロジェクトは上位目標を達成

する上で極めて重要な役割を果たしている。 

 人口センサス及び事業所リスティングの実施について国民の周知を図るため、TV やラジオに

よる広報、横断幕（英・クメール語併記）やパンフレット（クメール語版、英語版）を作成した

ことによりカンボジア国民の統計に対する認知度が高まったほか、実施主体である NIS の認知度

も少しずつではあるが高まっている点は、ポジティブなインパクトとして挙げられる。なお、ネ

ガティブなインパクトは、中間レビュー時点では見られなかった。 

 

３－５ 自立発展性 

 これまでのところ、自立発展に向けて順調に推移していると考えられる。 

 計画大臣をはじめカンボジア政府の政府統計に対する政治的なコミットメントも確認されてお

り、NIS は政府統計調査の実施に関し、統計法に基づく権限・責任を与えられている。 

 NIS は、組織改編を計画しているが、新たに国民経済計算（National Account）、統計基準・調整、

情報通信技術（ICT）の各部門を部（Department）に格上げ・設置することになれば、政府統計活

動に必要な組織面は強化されていくものと期待される。 

 財政・人事面においても、NIS は徐々に強化を進めている。前回の人口センサス実施時点（1998

年）と 2008 年を比較した場合、予算は約 3.3倍（約 24万 4,400米ドル→約 81万 7,000米ドル）、

人員も約 2.4倍（130～315 名
2
）に増加している（NIS の組織体制、人員、予算の推移は付属資料

９、10、11 を参照）。なお、NIS へのヒアリングでは、職員の離職はあるものの、その数は非常

に少なく、1998 年人口センサスの経験者の多くが 2008 年人口センサスにも参加しているとの説

明があり、人材の定着については現在のところ大きな懸念は特にみられていない。 

 

 評価５項目に基づく設問の回答結果については付属資料６を参照。 

 

 

 

 

                             
2
 2009 年３月現在の人数。 
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第４章 プロジェクト･デザイン･マトリックス（PDM）の改訂 

 

 今回の調査においては、カンボジア側との協議を踏まえ PDM に変更を加えた。PDM の主要変

更点は以下のとおり。 

 

（１）ターゲット地域をカンボジア全土と明確にした。 

（２）プロジェクト目標達成に重要な要件であると考えられたことから、成果からプロジェクト

目標の達成に至るまでに成立すべき外部条件として「必要な予算が確保される。」を追加し

た。 

（３）プロジェクト目標の組織として能力を測定する指標として「人口センサス及び事業所リス

ティングに際して育成された指導員の数」を追加した。 

（４）定義上の混乱を避けるためターゲット･グループである「主要関係省庁（Main line ministries）

を「関係省庁（Line ministries concerned）」としたほか、単に「州（Provinces）」と記載され

ていたものを「州計画局（Provincial planning departments）」と明確にした。 

 

 改訂版 PDM は付属資料８を参照。 
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第５章 提 言 

 

５－１ 人口センサスに関して 

（１）組織的経験の蓄積のため、NIS に対し、以下の資料の作成指導を検討することが必要と思

われる。 

・人口センサスの企画・設計段階において他省庁や地方から聴取した要望等について、採

用・不採用の結果とその理由が分かるような資料（要望機関名、要望の内容、対応方法を

まとめた一覧表のようなもの） 

・実施状況に関する調査員等へのアンケート及び州や District における事後報告会を通じて

提示された意見等を取りまとめた資料 

・人口センサスにおける問題点や課題、対応方法や改善事項（成果）、残された課題につい

て取りまとめた資料 

・前回の人口センサスにおける問題点等と対比させた資料 

 

（２）Overall Goalや Project Purpose を達成するためには、人口センサス結果の利用促進を図る

ことも重要である。人口センサスの結果利用・分析に係るセミナーの開催のほか、全省庁の

各部局、各地方行政機関、各大学や研究機関への資料配布（記者発表資料のコピーなど印刷

経費があまりかからないもの）など木目の細かい情報提供、結果提供が行えれば、効果的で

あると思われる。 

 また、本プロジェクトとは直接関係はないが、高校等への教材としての配布、図書館への

配布、報告書等の販売促進を兼ねた在カンボジア各国大使館等への資料配布なども考えたら

よい。 

 

（３）本プロジェクトの協力枠組みを超える内容ではあるが、プロジェクトのインパクトを今後

捉えていく上で有用であると思われるため、可能であれば、Overall Goalや Project Purpose の

達成状況を評価する際の補助材料として、各省庁や各州において人口センサス結果を使って

政策立案を行った事例、各省庁や各州において各種報告書や白書等で人口センサス結果を引

用した実績などについて、各省庁や各州から報告又は連絡してもらうなど、人口センサス結

果の利活用事例を収集すると良いと思われる。 

 

（４）NIS が以下の項目を着実に行うよう、UNFPA とも調整の上、引き続き支援ありたい。特に、

事後調査は人口センサスの精度（カバレッジや調査誤り）を評価するための基礎資料となる

ので、事後調査の集計等は重要な作業となる。 

・Supplementary Tables の作成 

・事後調査（Post Enumeration Survey）の集計・分析 

 

（５）Activities の「1-3 人口センサスの調査区の維持・管理」に関し、2009 年５月に予定される

地方議会選挙に伴う行政区の境界線変更への対応など、今後どのように維持・管理していく

のか明確にして、事務要領等を作成しておくことが必要と思われる。 
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５－２ 事業所リスティングに関して 

（１）組織的経験の蓄積のため、NIS に対し、以下の資料の作成指導を検討することが必要と思

われる。 

・事業所リスティングの企画・設計段階において他省庁や地方から聴取した要望等について、

採用・不採用の結果とその理由が分かるような資料（要望機関名、要望の内容、対応方法

をまとめた一覧表のようなもの） 

・実施状況に関する調査員等へのアンケート及び州や District における事後報告会を通じて

提示された意見等を取りまとめた資料 

・事業所リスティングにおける問題点や課題、対応方法や改善事項（成果）、残された課題

について取りまとめた資料 

 

（２）事業所リスティングの精度（カバレッジや調査誤り）について評価するため以下の対応を

検討する必要がある。 

・事業所リスティング結果と 2008 年実施のプノンペン事業所サンプル調査結果との比較検証 

・他省庁が有する行政記録（商業登記簿情報など）が入手可能であれば、事業所リスティン

グ結果と行政記録との比較検証 

 

（３）NIS が 2011 年経済センサスの準備名簿を整備する上で、他省庁が有する行政記録（商業登

記簿情報など）が入手可能であれば、行政記録に基づく事業所リスティング結果の更新（新

規登録事業所の追加など）を行う仕組みを作り、実施することができれば有用と思われる。 

 

５－３ その他 

 NIS では組織再編を考えているとのことだが、組織再編に伴って、カウンターパート、特に情

報処理担当者が本プロジェクトから引き離されることのないよう必要に応じて働きかけることが

必要と思われる。 
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第６章 団長所感 

 

 10 年ぶりの国勢調査（人口センサス）が、本事業によるキャパシティ ･ディベロップメント

（CD）を通じ、カンボジア側の強いイニシアティブで 2008 年に成功裏に実施されたこと、それ

が政治的に利用され混乱する事態がなかったこと、センサスの意義や結果の利用・活用について

国全体・国民への浸透が図られつつあること、さらに 2011 年の経済センサスをめざして、カンボ

ジア初の事業所リスティングが順調に行われていることなど、本事業の成果は着実に発現し、カ

ンボジア経済社会開発の礎となっている。関係者のご尽力を高く評価すると共に、今後の一層の

改善を念頭に、以下に若干のコメントを記す。 

 

６－１ フェーズ２の有効性・インパクト・自立発展性について 

（１）成果（アウトプット）・プロジェクト目標（アウトカム）・上位目標（インパクト）の達成

を測る指標は、事前評価時点で定量的に定められているが、ベースラインの数値が必ずしも

明確ではなかった。今次中間レビュー時に、成果については指標のベースライン数値（及び

現時点での達成数値）を明らかにできた。さらに、終了時評価を念頭に、プロジェクト目標・

上位目標の指標についても、「ベースラインの数値」を可能な範囲で特定しておくべきである。

また、理想的には、成果・プロジェクト目標・上位目標共に指標の目標値を予め設定すべき

であるといえようが、手探りで CD を進めている部分もあり、これは困難だったのであろう。 

 

（２）プロジェクト目標の指標に、「統計能力のある職員数、集計結果の利用・分析能力のある職

員数」とあり、このような人材の能力（強化）計測方法として、「試験ないしインタビュー」

が想定されている。本事業を通じてのカンボジア側による成果物の質と量から判断すること

に加えて、終了時評価の際の具体的な試験・インタビューの内容・方法を予め検討しておく

必要があろう。なお、本件の計測の困難さを考慮して、「育成された指導者（トレーナー）の

数」を新たに指標として追加しておいた。 

 

（３）本事業を通じて、NIS の統計に関する組織的能力は確実に強化されつつあると判断される。

組織の新設・拡充、人員増、予算増、政府内・社会におけるステータスの向上等、明らかな

実績が生まれている。プロジェクト目標ではこれらは指標化されていないが、終了時評価を

めざして、できるだけ「定量的なデータ」を収集・モニターしておくべきである。 

 

（４）社会全体の統計に関する「認識」や対応力も上昇しつつある。人口センサスや経済センサ

ス（フェーズ２では事業所リスティング等）が、カンボジアのこれからの経済社会開発にとっ

ていかに重要か、政治指導者が強いコミットメントを示して国民に訴えていること、本事業

の実施過程で TV や横断幕を使って全国津々浦々に、カンボジアにとっての統計調査（人口

センサスや事業所リスティング）の意義を伝達していること、本事業で準備されたマニュア

ル等を使って、末端の調査員が大変な苦労を重ねながら、一人ひとりの国民への説明・説得

に努めていることなどが、その要因である。同時に、州・郡レベルの計画局や関連省庁も、

重大な役割を果している。これらを可能にした地道な努力は、今後も継続されるべきである。 
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（５）（NIS以外の）州レベル計画局や関連省庁の人材・組織能力の強化も、プロジェクト目標に

含まれており、着実に進捗しているといえる。女性省、鉱工業・エネルギー省、教育・青年・

スポーツ省などは、NIS に積極的に協力して事業推進に貢献しており、その他の省庁からも

人口センサスや事業所リスティング（更には、経済センサス）の結果に期待する声が強い。

但し、「州・郡レベル計画局や関連省庁」の人材・組織能力は、当然のことながら NIS に劣

後しており、フェーズ２後半や次フェーズでの、研修の強化・拡大やより適確な人材の選定

等、意図的な取組みが求められる。 

 

６－２ フェーズ２の効率性について 

（１）本事業（技術協力プロジェクト）には、日本のノンプロ無償見返り資金や UNFPA 資金・

技術協力が、対象とする費用項目の違いなど、それぞれの強みを活かし、弱みを補い合う形

で組み合わされ、調整に要する手間（いわゆる取引費用）を過大にしない範囲で、連携によ

る効率性確保の実を挙げている。ただ、この背後には関係者の多大な努力があるのであって、

様々な資金ソースを動員すれば、それで、すべて上手く行くと誤解してはならない。 

 

（２）本事業は、官民（直営専門家と業務実施委託専門家）協働体制を敷いていること、（滞在型

長期専門家ではなく）シャトル型の専門家派遣となっていること、に特徴がある。日本での

ノウハウの源泉である総務省の官ベース専門家派遣を軸としつつ、短期間に多数を集中動員

出来る民ベース専門家が下支えする協働の体制が、有機的に機能している。また、長期滞在

ではなく、同一専門家がシャトルで繰り返し派遣され、結果的に（２年程度の長期専門家よ

りも）長きに亘って継続性が確保されている、節目節目の派遣で無駄な期間が無い、派遣専

門家の居ない間 NIS が主体的に取り組まざるを得ない（但し、必要な際には電子メール等で

お互いに情報交換している）などの優位性が発揮されている。関係者間の引継ぎや NIS への

課題（次回派遣までの宿題）提示が適時適切に行われていること、カンボジア政府が、人口

センサス（2008 年）と経済センサス（2011 年）という重大な政治的コミットメントを果さな

ければならないことなどが、効率性担保の背景にある。これらの優位性を今後共、失わない

ようにせねばならない。 

 

（３）人口センサスについては、UNFPA 主導で実施された 1998 年当時よりも、人口が増え、調

査項目も増えているにも拘らず、カンボジア政府主導でより効率的に実施された分、安上が

りであったとされている。ただ、終了時評価に向けて、技術協力プロジェクト・見返り資金・

UNFPA・カンボジア政府自己資金（見返り資金以外）を合わせ、「全体事業の費用」をより

正確に把握しておく（カンボジア政府経常経費を含めてデータを収集しておく）ことが望ま

しい。それでこそ、他国・他事業との効率性比較も可能となろう。カンボジア側のコスト意

識を高めることにも資するであろう。 

 

６－３ フェーズ３へ向けた課題 

（１）事業所リスティングに係る NIS費用負担分（１割）について、中間レビュー時に手当てが

決定されたことは喜ばしい。 
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（２）経済センサスの準備のうち、研修・訓練等はフェーズ２（2010 年９月まで）の中で対応で

きるが、2010 年３月頃予定されている「試験調査」は、その１年後の経済センサスの「予行

演習」として、この時期の実施が不可欠である。この試験調査は、調査区設定及び 2009 年全

国事業所リスティングの事後調査と抱き合わせで行われる。これらの為の必要最低限の費用

は、フェーズ２の 2009 年度予算の中に盛り込まれる見込みではあるものの、試験調査や事後

調査のサンプル数を増やして、より効果的なものとする為には、NIS 資金の追加的投入（す

なわち、既に積み上がっており、カンボジア側が日本側に承認を求めている見返り資金約２

億 2,000万円の充当）が必須である。したがって、これに間に合うように日本側で、「見返り

資金充当承認」を行うべきである。加えて、技術協力プロジェクト・フェーズ３についても、

フェーズ２からシームレスに協力が継続されるよう、早めに採択すべきである。ここまで日

本が積極的に協力しながら、僅かなタイミングを失して「画竜点睛を欠く」ことがあっては

ならない。 

 

（３）フェーズ３は経済センサス支援が中心となるが、人口センサスの結果の利用・活用を含め、

州・郡レベル計画局や関連省庁の人材・組織能力強化への一層の配慮が重要である。 

 

（４）他ドナーと協調融資の形で支援している PRGO（Poverty Reduction and Growth Operation：

財政支援円借款）のトリガー（政策条件）には、本事業に直接関係する項目は含まれていな

いが、今後連携を強化していくべきである。本事業へのカンボジア側インプットをトリガー

に入れる（あるいは財政支援の使途とする）、本事業の成果（人口センサス結果等の利活用政

策や利活用状況）をトリガーに入れるなどの方法が考えられるが、技術協力プロジェクトに

よる CDや日本の「知的支援」と円借款による財政支援とが、「相乗効果」を発揮するような

工夫が望まれる。 
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（単位：円） 

2007 年度 2008 年度 
機材名  

数量 合計 数量 合計 
総計 

カラープリンター 

（デジタルカラー複合機） 
2 2,450,427       

プリンター 

白黒プリンター 6 744,746       

サーバー機 3       

KVM スイッチ 1
1,589,408

      

サーバー用基本ソフトウェア 3       

クライアントライセンス 10
256,955

      

データベースソフトウェア 1       

サーバー 

クライアントライセンス 10
792,846

      

ファイアウォール＆ルーター 1 289,340       

スイッチングハブ（Gigabit） 3 83,444       
ネットワーク

関連 
スイッチングハブ（10/100） 12 165,074       

外付け HDD 4       

DVD レコーダー 2       

LCD プロジェクター／スクリーン 1       

ファックス付電話機 1

215,457

      

その他 

書類整備用キャビネット 14 162,986 2 26,239   

計   6,750,683   26,239 6,776,922

 

 

 

２．供与機材リスト 
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ド
バ
イ

ザ
ー
と
共
同
で
実
施
）

6
-2

州
計
画
局
統
計
職
員
等
に
対
す
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の

V
ill

a
g

e
別
詳
細
集
計
結
果
の
利
用
・
分
析

に
係
る
研
修

第
三
回

J
C

C
終
了
時
評
価

第
一
回

J
C

C
第
二
回

J
C

C
中
間
レ
ビ
ュ
ー

* 
事
後
評
価
を

2
0

1
4
年
に
実
施
予
定
。

2
0
0
7
年
度

2
0

0
8
年
度

2
0

0
9
年
度

2
0

1
0
年
度

2
0

0
8

2
0

0
7

2
0

0
9

2
0

1
0

成
果
１
：
調
査
区
設
定
作
業
が
完
了
し
、
そ
の
成
果
が
人
口
セ
ン
サ
ス
の
実
施
及
び
そ
の
後
の
各
種
統
計
に
利
用
さ
れ
る
。

成
果
２
：
人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
及
び
審
査
の
結
果
、
個
別
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
統
計
表
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
。

成
果
３
：
人
口
セ
ン
サ
ス
の
統
計
表
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
統
計
的
に
分
析
さ
れ
、
分
析
結
果
が
公
表
さ
れ
る
。

成
果
４
：
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
。

成
果
５
：
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
書
籍
（
統
計
地
図
、
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
を
含
む
）
・
Ｃ
Ｄ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
提
供
さ
れ
る
。

成
果
６
：
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
小
地
域
統
計
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
。

 

４．活動の進捗状況 

20
09
/5
/8
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7
【
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
】

7
-1

事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
調
査
企
画
の
実
施

7
-2

事
業
所
名
簿
の
集
計
、
分
析
及
び
提
供

7
-3

N
IS
に
お
け
る
経
済
統
計
調
査
用
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
の
構
築

7
-4

事
業
所
統
計
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
実
施

8
【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

8
-1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

8
-2

調
査
区
設
定
結
果
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

8
-3

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
公
表
時
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

8
-4

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
報
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

9
【
組
織
記
憶
】

9
-1

人
口
セ
ン
サ
ス
詳
細
手
続
関
連
の
文
書
の
作
成
お
よ
び
修
正

1
0

【
ド
ナ
ー
間
調
整
】

1
0
‐
1
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
調
整
委
員
会
へ
の
参
加

1
0
‐
2

U
N

F
P

A
そ
の
他
ド
ナ
ー
と
の
会
合
及
び
調
整

第
三
回

J
C

C
終
了
時
評
価

第
一
回

J
C

C
第
二
回

J
C

C
中
間
レ
ビ
ュ
ー

*
 事
後
評
価
を

2
0

1
4
年
に
実
施
予
定
。

成
果
９
：
人
口
セ
ン
サ
ス
の
各
活
動
の
手
続
の
詳
細
（
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
、
重
要
事
例
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
）
が
準
備
さ
れ
、
集
積
さ
れ
る
。

成
果
１
０
：
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
ド
ナ
ー
間
の
調
整
が
適
切
に
行
わ
れ
る
。

成
果
７
：
事
業
所
名
簿
が
作
成
さ
れ
、
経
済
統
計
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

成
果
８
：
関
係
者
間
で
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
（
調
査
区
や
セ
ン
サ
ス
結
果
等
）
共
通
理
解
が
得
ら
れ
る
。
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指
標

 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
の
達
成
状
況
（

2
0
0
9
年

2
月
）

 

<
上
位
目
標

>
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
・
地
方
の
政
策
・
計
画
・
戦
略
の
立
案
や
実
施
の
た
め
の
基
礎
的
か
つ
有
効
な
統
計
資
料
が
提
供
さ
れ
る
。

 

・
N

IS
の
刊
行
物
数
及
び
そ
の
周
期

 
 

 

・
N

IS
の
刊
行
物
の
数
と
そ
の
販
売
量

 
 

 
・

N
IS
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
及
び
新
規
情
報
の
追

加
 

 
 

<
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

>
 

N
IS
、
州
計
画
局
統
計
部
局
及
び
関
係
省
庁
統
計
部
局
に
お
い
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
ま
た
は
他
の
統
計
調
査
の
た
め
の
企
画
・
集
計
処
理
・
分
析
・
提
供
・
利
用
が
基
本
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

・
N

IS
に
お
い
て
統
計
能
力
の
あ
る
職
員
数

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
て
２
年
弱
の
期
間
に

N
IS
職
員
の
統
計
能
力
は
向
上
し
つ
つ

あ
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

 
・
州
計
画
局
及
び
関
係
省
庁
の
統
計
部
局
に
お
い
て
人
口
セ
ン
サ

ス
の
結
果
を
活
用
･分

析
す
る
能
力
の
あ
る
職
員
数

 
 

・
州
計
画
局
、
関
係
省
庁
の
統
計
部
局
担
当
職
員
の
能
力
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
の
こ
の

２
年
間
に
向
上
し
つ
つ
あ
る
。

 
・
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
育
成
さ
れ

た
指
導
員
の
数

 
 

 

<
成
果
１

>
 
調
査
区
設
定
作
業
が
完
了
し
、
そ
の
成
果
が
人
口
セ
ン
サ
ス
の
実
施
及
び
そ
の
後
の
各
種
統
計
に
利
用
さ
れ
る
。

 

・
作
成
し
た

V
ill

ag
e
地
図
及
び
調
査
区
地
図
の
数

 
・

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、

13
,3

39
枚
の

V
ill

ag
e
地
図
及

び
25

,1
69

枚
の
調
査
区
地
図
を
作
成
し
た
。

 
・

14
,0

73
枚
の

V
il
la

ge
地
図
及
び

28
,6

35
枚
の
調
査
区
地
図
を
作
成
完
了
。
 
 

 

・
作
成
し
た

V
ill

ag
e
地
図
及
び
調
査
区
地
図
を
利
用
し
た
統
計

調
査
数

 
・
社
会
経
済
統
計
調
査
、
セ
ン
サ
ス
中
間
年
人
口
調
査
等
に
お
い

て
、
作
成
し
た

V
ill

ag
e地

図
及
び
調
査
区
地
図
が
利
用
さ
れ
た
。

  

・
20

09
年
社
会
経
済
統
計
調
査
、

20
0
9年

全
国
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
及
び

20
0
8年

栄
養
統

計
調
査
の

3調
査
に
お
い
て
、
作
成
し
た

V
ill

ag
e地

図
及
び
調
査
区
地
図
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。

  

<
成
果
２

>
 
人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
及
び
審
査
の
結
果
、
個
別
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
統
計
表
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
。

 

・
結
果
表
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 
・

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
速
報
結
果
は
結
果
表

3
表
を

作
成
。

 
・
速
報
結
果
に
つ
い
て
は
、
結
果
表

3
表
を
作
成
。
確
報
結
果
は
本
年
９
月
公
表
予
定
。

  

・
個
別
デ
ー
タ
の
件
数
（
作
成
さ
れ
た
件
数
）

 
・

19
98

年
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
当
初
よ
り
個
別
デ
ー
タ
は
速
報

集
計
に
お
い
て
は
作
成
す
る
計
画
は
な
か
っ
た
。

 
・
個
別
デ
ー
タ
は
速
報
集
計
で
は
作
成
さ
れ
な
い
。
確
報
結
果
は
本
年
９
月
公
表
予
定
。

  

<
成
果
３

>
 
人
口
セ
ン
サ
ス
の
統
計
表
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
統
計
的
に
分
析
さ
れ
、
分
析
結
果
が
公
表
さ
れ
る
。

 

・
分
析
結
果
の
刊
行
物
、
論
文
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
数
（
作
成

さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 
・

19
98

年
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
速
報
結
果
は
報
告
書
１
冊
を
刊

行
。

 
・
速
報
結
果
は
報
告
書
１
冊
を
刊
行
。
確
報
結
果
は
本
年
９
月
公
表
予
定
。

  

<
成
果
４

>
 
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
。

 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
統
計
表
の
件
数

 
・

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
確
報
結
果
に
つ
い
て
は

13
,0

00
の
統
計
表
を

C
D
に
収
録
。

 
・
速
報
結
果
に
つ
い
て
は
、
統
計
票
は

C
D
に
収
録
。
確
報
結
果
に
つ
い
て
は

2
00

9
年
の

公
表
後
、

62
,0

00
の
統
計
表
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
す
る
予
定
。

  

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
個
別
デ
ー
タ
の
件
数

 
・

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
確
報
結
果
に
つ
き
、

1
,1

4
4,

00
0

の
個
別
デ
ー
タ
を

C
D
に
収
録
。

 
・
個
別
デ
ー
タ
は
速
報
集
計
で
は
作
成
さ
れ
ず
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
収
録
さ
れ
な
い
。
確
報

結
果
に
つ
い
て
は
本
年
９
月
公
表
後
、1

,3
39

,0
0
0
の
個
別
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録

予
定
。

 

<
成
果
５

>
 
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
書
籍
（
統
計
地
図
、
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
を
含
む
）・

Ｃ
Ｄ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
提
供
さ
れ
る
。

 

・
刊
行
物
、
Ｃ
Ｄ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
統
計
地
図
及
び
セ
ン
サ
ス

ア
ト
ラ
ス
の
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 
 1
8種

類
の
刊
行
物

 
1
4種

類
の

C
D

 
1種

類
の
統
計
地
図

 
1種

類
の
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス

 
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
に
お
け
る
期
待
値
）

 
3
0種

類
の
刊
行
物

 
3
0種

類
の

C
D

 
1
5種

類
の
統
計
地
図

 
2
0種

類
の
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス

 
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 
・
研
修
の
受
講
者
数

 
・

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
は
、

26
の
人
口
セ
ン
サ
ス

の
結
果
利
用
促
進
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

 
・

21
0
の
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
利
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

 

・
研
修
参
加
者
の
理
解
度

 
・
右
指
標
は

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
測
定
さ
れ
な
か
っ
た
。 

・
確
報
結
果
公
表
後
に
測
定
。

 

５．上位目標、プロジェクト目標、成果の達成状況 
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指
標

 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
の
達
成
状
況
（

2
0
0
9
年

2
月
）

 

<
成
果
６

>
 
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
小
地
域
統
計
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
。

 

・
D

is
tr

ic
t、

C
o
m

m
u
n
e、

V
ill

ag
e
及
び
調
査
区
別
の
小
地
域
統

計
表
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 
・

V
il
la

ge
レ
ベ
ル
で
の
小
地
域
統
計
表

1
つ
が
作
成
さ
れ
た
。

 
・

24
の

V
il
la

ge
レ
ベ
ル
で
の
小
地
域
統
計
表
の
作
成
を
予
定
。

 

・
研
修
の
受
講
者
数

 
・

1
99

8
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
小
地
域
の
結
果
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
や
研
修
等
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

 
・

2
00

7
年

5
月

25
日
小
地
域
分
析
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
州
計
画
局
統
計
職
員

3
名
が
参
加
。

確
報
結
果
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
予
定
。

 
・
研
修
参
加
者
の
理
解
度

 
・
右
指
標
は

19
98

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
測
定
さ
れ
な
か
っ
た
。 

・
確
報
結
果
公
表
後
に
測
定
。

 

<
成
果
７

>
 
事
業
所
名
簿
が
作
成
さ
れ
、
経
済
統
計
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

 

・
事
業
所
名
簿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
業
所
数

 
・
事
業
者
名
簿
は
こ
れ
ま
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

 
・
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
は

20
09

年
2
月

9
月
～

3
月

8
日
に
実
施
中
、
結
果
は
本
年
１
２

月
に
公
表
予
定
。

N
IS
職
員
は

20
06

年
か
ら

20
08

年
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
行
わ
れ

た
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る

3
回
の
研
修
に
参
加
。

 

<
成
果
８

>
 
関
係
者
間
で
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
（
調
査
区
や
セ
ン
サ
ス
結
果
等
）
共
通
理
解
が
得
ら
れ
る
。

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催
数

 
・
速
報
結
果
段
階
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
等
は
開
催
さ
れ
て
い
な

い
。

 
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
」
は

2
00

7
年

8
月

20
日
、
「
調
査
区
設
定
結
果
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
は

20
07

年
9
月

17
日
、
そ
し
て
、
「
人
口
セ
ン
サ
ス
速
報
結
果
利
用
促
進
セ

ミ
ナ
ー
」
は

20
08

年
9
月

11
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

  

<
成
果
９

>
 
人
口
セ
ン
サ
ス
の
各
活
動
の
手
続
の
詳
細
（
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
、
重
要
事
例
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
）
が
準
備
さ
れ
、
集
積
さ
れ
る
。

 

・
手
続
に
関
す
る
詳
細
記
録
の
数

 
・
調
査
票
様
式
、
調
査
区
地
図
、
調
査
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
結
果
報
告

書
、
業
務
記
録
等
の
主
要
な
資
料
は
保
存
さ
れ
て
い
る
。

 
・

2
00

7
年

4
月
か
ら

20
09

年
2
月
ま
で
の
関
連
文
書
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
。
そ
の
う
ち
主
要

な
も
の
は

N
IS
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。

 

<
成
果
１
０

>
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
ド
ナ
ー
間
の
調
整
が
適
切
に
行
わ
れ
る
。

 

・
ド
ナ
ー
間
の
会
合
の
記
録

 
・
該
当
な
し
。

 
・
国
家
人
口
セ
ン
サ
ス
委
員
会
（

N
C

C
）
及
び
人
口
セ
ン
サ
ス
技
術
委
員
会
（

C
T

C
）
に
出

席
し
、
会
議
記
録
／
議
事
録
等
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
。
そ
の
う
ち
主
要
な
も
の
は

N
IS
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。
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評
価
設
問

 
評
価

5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
評
価
設
問
に
対
す
る
回
答

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
及
び
上
位
目
標
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
開
発
計
画
に
合
致
し
て
い
る
か
。

 

・
合
致
し
て
い
る
。
政
府
の
統
計
能
力
向
上
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
四
辺
形
戦
略

に
お
い
て
よ
り
強
調
さ
れ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
妥
当
性
は
む
し
ろ
向
上

し
て
い
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、

N
IS
、
州
計
画
局
、
関
心
あ
る
中
央
省

庁
の
統
計
部
局
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
。

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
と
同
様
に
合
致
し
て
い
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
及
び
上
位

目
標
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
･グ
ル
ー

プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る

か
。

 
 

上
位
目
標
は
、

N
IS
、
州
計
画
局
、
関
心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計

部
局
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
。

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
と
同
様
に
合
致
し
て
い
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
及
び
上
位
目
標
を
達
成
す
る
戦
略
は
妥
当
で
あ
る
か
。

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
と
同
様
に
妥
当
で
あ
る
。

 

N
IS
、
州
計
画
局
、
関
心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計
職
員
の
選
定
は
妥
当
で
あ
っ
た
か
。

 

・
選
定
は
基
本
的
に
妥
当
で
あ
っ
た
。

N
IS
の
統
計
職
員
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
し
て
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で

 
、
州
計
画
局

及
び
関
心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計
部
局
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ
と
し
て
は
一
層
の
考
慮
と
改
善
が
必
要
で
あ
っ
た
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
及
び
上
位
目
標
は
、
日
本
の
援
助
政
策
に
合
致
し
て
い
る
か
。

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
と
同
様
に
合
致
し
て
い
る
。

 

妥
当
性

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
統
計
能
力
向
上
を
日
本
が
支
援
す
る
こ
と
の
妥
当
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

 

・
日
本
人
専
門
家
は
、
成
果
品
の
完
成
に
重
点
を
置
く
一
部
ド
ナ
ー
と
は
異
な
り
、

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
へ
の
助
言
と
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
よ
り
重

点
を
置
い
て
い
る
。

 

 
 

 
 

 

６．評価グリッド 
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評
価
設
問

 
評
価

5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
評
価
設
問
に
対
す
る
回
答

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
は
達
成
さ

れ
る
見
込
み
で

あ
る
か
。

 

N
IS
、
州
計
画
局
及
び
関
心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計
部
局

に
お
い
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
ま
た
は
他
の
統
計
調
査
の
た

め
の
企
画
・
集
計
処
理
・
分
析
・
提
供
・
利
用
が
基
本
的

に
で
き
る
よ
う
に
な
る
見
込
み
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

 

・
N

IS
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
、
州
計
画
局
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
徐
々
に
向
上
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
未
だ
支
援
は
必
要
で
あ
る
。

 
 

・
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
省
庁
の
中
に
は
人

口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
質
問
項
目
を
増
や
す
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ま
た
調
査
結
果
に
対
す
る
要
望
も
出
て
い
る
。

 
 

・
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
鉱
工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
や
女
性
省
は

N
IS
に
協
力
的
で
あ
り
、

調
査
の
企
画
・
実
施
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
の
達

成
に
ど
の
よ
う

に
貢
献
す
る
と

考
え
ら
れ
る
か
。

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、

N
IS
、
州
計
画
局
及
び
関

心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計
部
局
に
お
け
る
、
人
口
セ
ン
サ

ス
ま
た
は
他
の
統
計
調
査
の
た
め
の
企
画
・
集
計
処
理
・

分
析
・
提
供
・
利
用
能
力
の
向
上
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し

て
い
る
か
。

 

・
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

O
JT
に
よ
り
、

N
IS
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
強
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

 

・
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
実
施
に
当
た
っ
て
行
わ
れ
た
州
調
査
員
向
け
説
明
会
へ
の

参
加
や
実
施
事
務
を
通
じ
て
、
州
計
画
局
の
能
力
強
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

 

・
N

IS
及
び
州
計
画
局
は
、
純
粋
に
技
術
的
に
は
次
の
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

支
援
に
頼
る
こ
と
な
く
自
ら
実
施
で
き
る
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
を
促
進
す
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
は
あ
る
か
。

 

・
N

IS
は
予
備
の
調
査
員
や
セ
ン
サ
ス
・
ツ
ー
ル
を
前
も
っ
て
準
備
す
る
な
ど
、
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業

所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
直
面
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
。

 

・
日
本
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
す
る
こ
と
が
、

N
IS
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
向
上
に
役

立
っ
て
い
る
。

 

・
広
報
活
動
に
よ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
の
間
の
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る

理
解
が
促
進
さ
れ
た
。

 
 

有
効
性

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
は
あ
る
か
。

 
・
研
修
に
つ
い
て
各
省
庁
よ
り
誰
を
派
遣
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

N
IS
の
関
与
で
き
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
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評
価
設
問

 
評
価

5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
評
価
設
問
に
対
す
る
回
答

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
あ
る
既
存
の

リ
ソ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
か
。

 
 

・
活
用
し
て
い
る
。

JI
C

A
の
開
発
調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ッ
プ
、

U
N

F
P

A
や

W
F
P
に
よ
り
策

定
さ
れ
た

G
IS
デ
ー
タ
と
い
っ
た
様
々
な
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
い
る
。

 

専
門
家
の
派
遣
人
数
、
専
門
分
野
・
能
力
、
派
遣

時
期
・
期
間
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 

・
適
切
で
あ
っ
た
。
日
本
人
専
門
家
の
専
門
性
・
能
力
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
て
い
た
。

 
 

・
派
遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

U
N

F
P
A
と
調
整
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
一
貫
性
が
保
た
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
た
。

 

・
専
門
家
の
数
・
期
間
に
つ
い
て
も
問
題
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
専
門
家
を
長
期
間

派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、
短
期
の
専
門
家
を
回
数
を
多
く
派
遣
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
た
が
、
日
本
人
専
門

家
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
は
、
習
得
し
た
技
術
及
び

E
-m

a
il
等
の
遠
距
離

通
信
を
活
か
し
て
、
作
業
を
継
続
し
て
い
た
。

 

供
与
機
材
の
種
類
、
量
、
供
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

適
切
で
あ
っ
た
か
。

 

・
適
切
で
あ
っ
た
。
最
新
の

P
C
・
プ
リ
ン
タ
ー
の
供
与
と
そ
れ
ら
機
材
の
有
効
活
用
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

促
進
に
役
立
っ
て
い
た
。

 

C
/P
の
人
員
配
置
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 
・
適
切
で
あ
っ
た
。

N
IS
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
適
当
な
知
識
・
技
術
を
持
っ
た
職
員
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
と
し

て
配
置
し
て
い
た

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
予
算

投
入
の
規
模
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切
に
な
さ
れ
た

か
。

 

・
適
切
に
な
さ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
は
、
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
そ
の
他
統
計
活
動
の
実
施
の
た
め
に

3
0
台
の
車

輌
（
各
州
に

1
輌
）
を
提
供
・
活
用
し
た
。

 

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
は
、

N
IS
の
年
間
総
予
算
に
匹
敵
す
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
総
コ
ス
ト
の
約

1
2
％
を
負
担
し
た
。

 

効
率
性

 

投
入
の
質
、

量
、
そ
し
て
タ

イ
ミ
ン
グ
は

適
切
か
。

 

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
際
の
コ
ス
ト
は
当
初
想
定
さ

れ
た
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
効
率
的
で
あ
っ
た
と
言

え
る
か
。

 

・
現
段
階
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
際
の
コ
ス
ト
の
妥
当
性
を
測
定
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
。
本
項
目
は
終
了
時
評

価
に
お
い
て
要
検
討
。
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評
価
設
問

 
評
価

5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
評
価
設
問
に
対
す
る
回
答

 

日
本
側
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
良
好
な
協
力
関
係
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
好
影

響
は
見
ら
れ
た
か
。

 

・
見
ら
れ
た
。
日
本
側
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
は
効
果
的
か
つ
時
宜
を
得
た
協
調
関
係
を
築
い
て
い
た
。

 

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と

協
働
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
負
担
で
き
な
い
コ
ス
ト
を
フ
ァ
ン
ド
が
負
担
す
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
活
用
を
す
る
こ

と
で
、
人
口
セ
ン
サ
ス
の
順
調
な
実
施
に
役
立
っ
て
い
た
。

 

・
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

N
IS
は

2
0
0
8
年
プ
ノ
ン
ペ
ン
特
別
市
で
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
た
経
験
の
あ
る
者
を
配
置
し
、
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
期
間
中
は

N
IS
の
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
関
わ

る
者
を
社
会
経
済
調
査
と
い
っ
た
他
の
調
査
に
関
わ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。

 

活
動
や
投
入
を

促
進
し
た
要
因

は
見
ら
れ
た

か
。

 

そ
の
他
要
因
に
よ
る
好
影
響
は
見
ら
れ
た
か
。

 

・
 
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
か
か
る
広
報
活
動
に
よ
り
、
国
民
の
間
に
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び

事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
回
答
率
の
向
上
と
回
答
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

・
日
本
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
ド
及
び

U
N

F
P

A
に
よ
り
供
与
さ
れ
た

P
C
は
、
人
口
セ
ン
サ
ス
の
集

計
速
度
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

 

活
動
や
投
入

を
阻
害
し
た

要
因
は
見
ら

れ
た
か
。

 

N
IS
、
州
計
画
局
及
び
関
心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計

部
局
の
権
限
不
足
、
人
員
不
足
･異

動
、
予
算
不
足

に
よ
る
悪
影
響
は
見
ら
れ
た
か
。

 

・
見
ら
れ
て
い
な
い
。

N
IS
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
統
計
法
の
下
、
政
府
統
計
に
関
す
る
権
限
・
責
任
を
有
す
る
唯
一
の
政

府
機
関
で
あ
る
。

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
に
対
す
る
十
分
な
予
算
と

N
IS
の
人
員
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
た
。

 
 

合
同
調
整
委
員
会
（

JC
C
）
は
適
切
な
時
期
に
開
催

さ
れ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ
れ
た
か
。

 
・
な
さ
れ
て
い
た
。

JC
C
は
進
捗
の
レ
ビ
ュ
ー
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
に
貢
献
し
て
い
た
。

 
 

効
率
性

 

（
続
き
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
は

適

切
で
あ
っ
た

か
。

 

不
測
の
事
態
に
対
す
る
対
応
は
十
分
な
さ
れ
て
い

た
か
。

 

・
な
さ
れ
て
い
る
。

N
IS
は
予
備
の
調
査
員
や
セ
ン
サ
ス
・
ツ
ー
ル
を
前
も
っ
て
準
備
す
る
な
ど
、
人
口
セ
ン
サ
ス

及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
直
面
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
。

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
順
調
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
た
。
人
口
セ
ン
サ
ス
委
員
会

（
N

C
C
）
や
人
口
セ
ン
サ
ス
技
術
委
員
会
（

C
T

C
）
は
頻
繁
に
会
合
を
開
催
し
、
調
整
に
努
め
て
い
た
。
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評
価
設
問

 
評
価

5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
評
価
設
問
に
対
す
る
回
答

 

上
位
目
標
が
達
成
さ
れ

る
見
込
み
は
あ
る
か
。

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
・
地
方
の
政
策
・
計
画
・
戦
略

の
立
案
や
実
施
の
た
め
に
、
基
礎
的
か
つ
有
効
な
統

計
資
料
が
ど
の
程
度
提
供
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
。

 

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
社
会
経
済
開
発
に
伴
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
央
・
地
方
政
府
の
統
計
資
料
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
た
場
合
、
上
位
目
標
は
こ
れ
ま
で
同
様
実
現
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
上
位

目
標
の
達
成
に
ど
の
程

度
貢
献
す
る
と
考
え
ら

れ
る
か
。

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
・
地
方

の
政
策
・
計
画
・
戦
略
の
立
案
や
実
施
の
た
め
の
基

礎
的
か
つ
有
効
な
統
計
資
料
の
提
供
に
ど
の
程
度

貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

 

・
N

IS
、
州
計
画
局
及
び
関
心
あ
る
中
央
省
庁
の
統
計
職
員
の
能
力
向
上
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
政
策
、

計
画
そ
し
て
戦
略
策
定
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
か
つ
有
効
な
統
計
資
料
の
提
供
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
鑑
み
た
場
合
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
上
位
目
標
の
達
成
に
か
な
り
貢
献
す
る
と
結
論
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
予
期
せ
ぬ
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
波
及
効
果
が
見
ら
れ
た
か
。
見
ら
れ
た
な
ら

ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
波
及
効
果
で
あ
っ
た
か
。

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、

U
N

S
D
や

U
N

F
P

A
、
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て

お
り
、

U
N
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
広
ま
っ
て
い
る
。

 

・
女
性
省
（

M
O

W
A
）
は
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
大
き
な
関
心
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
調
査
事
項

の
設
定
や
調
査
実
施
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

 
 

・
鉱
工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（

M
IM

E
）
は
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
員
と
し
て
職
員

2
名
を
派
遣

し
、
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
実
査
に
参
加
し
て
い
る
。

 

・
今
後
他
の
省
庁
も
統
計
利
用
・
分
析
に
よ
り
大
き
な
関
心
を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

・
女
性
省
及
び
鉱
工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
積
極
的
な
参
加
を
通
じ
て
、
一
般
市
民
の
統
計
に
対
す
る
意

識
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
 

・
バ
ナ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
の
統
計
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
り
、
認
知
も
広
ま
っ
た
。

 

イ
ン
パ
ク
ト

 

予
期
せ
ぬ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

及
び
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
波

及
効
果
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
考
え
ら
れ
る

か
。

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
予
期
せ
ぬ
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
波
及
効
果
が
見
ら
れ
た
か
。
見
ら
れ
た
な
ら

ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
波
及
効
果
で
あ
っ
た
か
。

・
な
し
。
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評
価
設
問

 
評
価

5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
評
価
設
問
に
対
す
る
回
答

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
中
央
政
府
･州
計
画
局
の

統
計
能
力
向
上
に
対
し
、
引
き
続
き
高
い
優
先
順
位
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
る
か
。

 

・
考
え
ら
れ
る
。
政
府
の
統
計
能
力
向
上
は

 
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
開

発
課
題
を
解
決
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
及
び
ド
ナ
ー
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と

し
て
い
る
。
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
計

画
省
の
政
府
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
も
高
ま
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
政
策
的
支
援

は
見
込
め
る
か
。

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も

N
IS
や
州
計
画
局
に
対

し
統
計
能
力
向
上
に
関
す
る
法
律
上
の
権
限
･責

任
与
え
て
い
る
か
。

 

・
与
え
て
い
る
。

N
IS
や
州
計
画
局
の
権
限
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
統

計
法
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
こ
れ
ま
で

必
要
に
応
じ
て
政
令
を
発
令
し
て
お
り
、
今
後
も
発
令
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
財
政
･組

織
・
人
事
面
で
の
拡
充
は
見
込
め
る
か
。

 

・
見
込
め
る
。

 
N

IS
の
予
算
及
び
人
員
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
伴
っ
て
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
予
算
配

分
は
、
そ
の
時
の
政
府
の
財
政
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
技
術
的
支
援

は
見
込
め
る
か
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、

N
IS
や
州
計
画
局
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
持
続
し
て
い
く
た
め
の
技
能
を
随
時
改
善
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
仕

組
み
が
あ
る
か
、
ま
た
は
整
備
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
か
。

 

・
見
込
め
る
。

N
IS
は
、

N
IS
や
他
の
関
連
組
織
が
行
う
統
計
活

動
に
際
し
必
要
と
な
る
技
術
の
改
善
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
目
的
と

し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
拡
充
す
る
た
め

IC
T
部
、
国
民
経
済
計
算
部

等
の
設
立
を
計
画
し
て
い
る
。

 
 

自
立
発
展
性

 

N
IS
の
職
員
は

N
IS
を
辞
め
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

N
IS
は
と
っ
て
い
る
か
。
・

N
IS
を
辞
め
る
ケ
ー
ス
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
ト
ル
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
政
府
統
計
能
力
向
上
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

: N
IS
、
州
及
び
主
要
関
係
省
庁
の
統
計
部
局
職
員

 
バ
ー
ジ
ョ
ン

:P
D

M
1
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：

20
07

年
４
月
～

2
01

0
年
９
月
（

3.
5
年
間
）

 
 

日
付

:2
00

6
年

12
月

19
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
指
標

 
指
標
デ
ー
タ
の
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 

・
N

IS
の
刊
行
物
数
及
び
そ
の
周
期

 
N

IS
 

・
N

IS
の
刊
行
物
の
数
と
そ
の
販
売
量

 
N

IS
 

＜
上
位
目
標
＞

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
・
地
方
の
政
策
・
計
画
・
戦
略
の
立
案
や
実
施
の
た
め
の
基
礎
的
か
つ
有

効
な
統
計
資
料
が
提
供
さ
れ
る
。

 

・
N

IS
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
及
び
新
規
情

報
の
追
加

 

N
IS

 

 

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
＞

 

N
IS
、
州
計
画
局
統
計
部
局
及
び
各
省
統
計
部
局
に
お
い
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
ま
た
は
他
の
統

計
調
査
の
た
め
の
企
画
・
集
計
処
理
・
分
析
・
提
供
・
利
用
が
基
本
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
N

IS
、
州
及
び
主
要
関
係
省
庁
統
計
部
局
に
お
け
る
統

計
能
力
の
あ
る
職
員
数

 

対
象
と
な
る
職
員
に
対
し
て
、
テ

ス
ト
ま
た
は
面
接
を
実
施
す
る
。

・
政
策
策
定
者
が
統
計
情
報
の

重
要
性
を
認
識
す
る
。

 

・
必
要
な
予
算
が
確
保
さ
れ
る
。  

＜
成
 
 
 
果
＞

 
 

 
 

・
作
成
し
た

V
ill

ag
e
地
図
及
び
調
査
区
地
図
の
数

 
N

IS
 

1
. 

調
査
区
設
定
作
業
が
完
了
し
、
そ
の
成
果
が
人
口
セ
ン
サ
ス
の
実
施
及
び
そ
の
後
の
各
種
統

計
に
利
用
さ
れ
る
。

 
・
作
成
し
た

V
ill

ag
e
地
図
及
び
調
査
区
地
図
を
利
用
し

た
統
計
調
査
数

 
N

IS
及
び
主
要
関
係
省
庁

 

・
結
果
表
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 
N

IS
 

2
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
及
び
審
査
の
結
果
、
個
別
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
統
計
表
が
作
成
・

公
表
さ
れ
る
。

 
・
個
別
デ
ー
タ
の
件
数
（
作
成
さ
れ
た
件
数
）

 
N

IS
 

3
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
の
統
計
表
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
統
計
的
に
分
析
さ
れ
、
分
析
結
果
が
公

表
さ
れ
る
。

 

・
分
析
結
果
の
刊
行
物
、
論
文
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 

N
IS
、
州
、
主
要
関
係
省
庁

 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
統
計
表
の
件
数

 
N

IS
 

4
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
。

 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
個
別
デ
ー
タ
の
件
数

 
N

IS
 

・
刊
行
物
、
Ｃ
Ｄ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
統
計
地
図
及
び

セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
の
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ

れ
た
数
）

 

N
IS
、
州
、
主
要
関
係
省
庁

 

・
研
修
の
受
講
者
数

 
N

IS
 

5
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
書
籍
（
統
計
地
図
、
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
を

含
む
）・

Ｃ
Ｄ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
提
供
さ
れ
る
。

 

・
研
修
参
加
者
の
理
解
度

  
小
テ
ス
ト
の
実
施

 

・
D

is
tr

ic
t、

C
o
m

m
u
n
e、

V
ill

ag
e
及
び
調
査
区
別
の
小

地
域
統
計
表
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 

N
IS
、
州
、
主
要
関
係
省
庁

 

・
研
修
の
受
講
者
数

 
N

IS
 

6
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
小
地
域
統
計
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
。

 

・
研
修
参
加
者
の
理
解
度

 
小
テ
ス
ト
の
実
施

 

7
. 

事
業
所
名
簿
が
作
成
さ
れ
、
経
済
統
計
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
と
し
て
利
用
さ
れ

る
。

 

・
事
業
所
名
簿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
業
所
数

 
N

IS
 

8
. 

関
係
者
間
で
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
（
調
査
区
や
セ
ン
サ
ス
結
果
等
）
共
通
理
解
が
得
ら

れ
る
。

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催
数

 
N

IS
 

9
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
の
各
活
動
の
手
続
の
詳
細
（
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
、
重
要
事
例
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
）
が
準
備
さ
れ
、
集
積
さ
れ
る
。

 

・
手
続
に
関
す
る
詳
細
記
録
の
数

 
N

IS
 

1
0.
 
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
ド
ナ
ー
間
の
調
整
が
適
切
に
行
わ
れ
る
。

 
・
ド
ナ
ー
間
の
会
合
の
記
録

 
N

IS
 

・
各
関
係
機
関
と
の
必
要
な
調

整
が

N
IS
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

 

・
人
材
が
定
着
す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 

７．プロジェクト概要表（PDM）（当初） 
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＜
活
 
 
動
＞

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
企
画
及
び
調
査
の
実
施
】

 

投
 
 
 
入

 
外
部
条
件

 

1
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
企
画
及
び
調
査
の
実
施
並
び
に

U
N

F
P

A
そ
の
他
ド
ナ
ー
と
の
調
整

 
＜
日
本
＞

 
＜
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
＞

 

1
-2

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
調
査
区
設
定
の
実
施

 
専
門
家
派
遣
（

8
名
）

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

 

1
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
調
査
区
の
維
持
・
管
理

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
集
計
】

 

2
-1

 N
IS
に
お
け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（

U
N

F
P

A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
同

で
実
施
）

 

2
-2

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
の
実
施

 

2
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
個
別
デ
ー
タ
の
審
査

 

2
-4

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
表
の
作
成
及
び
審
査

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
分
析
】

 

3
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
集
計
結
果
の
分
析
（

U
N

F
P

A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
同
で
実
施
）

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
】

 

4
-1

 N
IS
に
お
け
る
人
口
統
計
の
統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発

 

①
 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
②
 

集
計
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 
③
 

調
査
区
設
定
／
統
計

G
IS

 
④
 
審
査
／
分
析

 
⑤
 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
結
果
提
供

 
⑥
 

小
地
域
統
計

 
⑦
 

事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

 
⑧
 

人
口
セ
ン
サ
ス
実
施
管
理
／
業
務

調
整

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 
・
他
メ
ン
バ
ー

 

4
-2

 統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
手
続
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス

:結
果
提
供
】

 
研
修
員
受
入
（
本
邦
及
び
第
三
国
）

 
 

 

・
U

N
F
P

A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
予

定
通
り
派
遣
さ
れ
る
。

 
・

2
00

8
年
の
総
選
挙
に
よ
り
人

口
セ
ン
サ
ス
の
日
程
が
変
動
し

な
い
。

 

5
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
報
告
書
の
編
集

 
 

 
前
提
条
件

 

5
-2

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の

C
D
の
作
成

 
 

5
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

 

①
 

人
口
セ
ン
サ
ス
（
分
析
）

 
②
 

人
口
セ
ン
サ
ス
（
小
地
域
統
計
）

 
③
 

事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

 
 

5
-4

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
に
基
づ
く
統
計
地
図
の
作
成

 
供
与
機
材

 
施
設
等

 

5
-5

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
に
基
づ
く
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
の
作
成

 

5
-6

 主
要
関
係
省
庁
統
計
職
員
等
に
対
す
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
利
用
・
分
析
に
係
る
研
修

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
小
地
域
統
計
】

 

6
-1

 N
IS

に
お
け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の

V
ill

ag
e
別
詳
細
集
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（

U
N

F
P

A
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
共
同
で
実
施
）

 

6
-2

 州
統
計
職
員
等
に
対
す
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の

V
ill

ag
e
別
詳
細
集
計
結
果
の
利
用
・
分
析
に
係

る
研
修

 

【
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
】

 

7
-1

 事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
調
査
企
画
の
実
施

 

7
-2

 事
業
所
名
簿
の
集
計
、
分
析
及
び
提
供

 

7
-3

 N
IS
に
お
け
る
経
済
統
計
調
査
用
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
の
構
築

 

①
 

A
３
カ
ラ
ー
複
合
機

 
②
 

A
４
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機

 
③
 

セ
ン
サ
ス
用
サ
ー
バ
ー

 
④
 
入
力
用

P
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連

機
器

 
⑤
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
⑥
 

セ
ン
サ
ス
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
サ
ー

バ
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
構
築
並
び
に

G
IS
用
）
等

 

・
日
本
人
専
門
家
の
た
め
の
事
務
室
及
び
事
務

用
品

 

7
-4

 事
業
所
統
計
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
実
施

 

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

 
 

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 

8
-1

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
係
る
運
営
経
費

 

8
-2

 調
査
区
設
定
結
果
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

 
 

そ
の
他

 

8
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
公
表
時
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

 
 

8
-4

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
報
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

 

【
組
織
記
憶
】

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
た
め
に
必
要
な
デ
ー

タ
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
の
承
認
（
人
口
デ
ー

タ
、
経
済
デ
ー
タ
等
）

 

9
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
詳
細
手
続
関
連
の
文
書
の
作
成
お
よ
び
修
正

 

【
ド
ナ
ー
間
調
整
】

 
 

 

1
0
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
調
整
委
員
会
へ
の
参
加

 
 

 

1
0
-2

 U
N

F
P

A
そ
の
他
ド
ナ
ー
と
の
会
合
及
び
調
整

 
 

 

・
U

N
F
P

A
及
び
他
ド
ナ
ー
の

2
00

8年
人
口
セ
ン
サ
ス
へ
の
協

力
が
同
セ
ン
サ
ス
終
了
ま
で
継

続
す
る
。

 
・
ノ
ン
プ
ロ
無
償
見
返
り
資
金

な
ど
に
よ
り
人
口
セ
ン
サ
ス
に

必
要
な
資
金
が
確
保
さ
れ
る
。

 
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が

20
08
年

人
口
セ
ン
サ
ス
を
延
期
ま
た
は

中
止
し
な
い
。

 
・
統
計
セ
ン
タ
ー
が
計
画
通
り

建
設
さ
れ
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
ト
ル
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
政
府
統
計
能
力
向
上
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

: N
IS
、
州
計
画
局
及
び
関
係
省
庁
の
統
計
部
局
職
員

 
バ
ー
ジ
ョ
ン

:P
D

M
2
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：

2
00

7
年
４
月
～

2
0
1
0
年
９
月
（

3
.5
年
間
）

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
地
域
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土

 
日
付

:2
0
0
9
年

2
月

2
7
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
指
標

 
指
標
デ
ー
タ
の
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 

・
N

IS
の
刊
行
物
数
及
び
そ
の
周
期

 
N

IS
 

・
N

IS
の
刊
行
物
の
数
と
そ
の
販
売
量

 
N

IS
 

＜
上
位
目
標
＞

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
・
地
方
の
政
策
・
計
画
・
戦
略
の
立
案
や
実
施
の
た
め
の
基
礎
的
か
つ

有
効
な
統
計
資
料
が
提
供
さ
れ
る
。

 

・
N

IS
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
及
び
新
規
情

報
の
追
加

 

N
IS

 

 

・
N

IS
に
お
い
て
統
計
能
力
の
あ
る
職
員
数

 

・
州
計
画
局
統
計
部
局
及
び
関
係
省
庁
統
計
部
局
に
お

い
て
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
活
用
･分

析
す
る
能
力
の
あ

る
職
員
数

 

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
＞

 

N
IS
、
州
計
画
局
統
計
部
局
及
び
関
係
省
庁
統
計
部
局
に
お
い
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
ま
た
は
他

の
統
計
調
査
の
た
め
の
企
画
・
集
計
処
理
・
分
析
・
提
供
・
利
用
が
基
本
的
に
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

 

・
人
口
セ
ン
サ
ス
及
び
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
際
し

て
育
成
さ
れ
た
指
導
員
の
数

 

N
IS

及
び
州
計
画
局
の
対
象
と
な

る
職
員
に
対
し
て
、
テ
ス
ト
ま
た

は
面
接
を
実
施
す
る
。

 

・
政
策
策
定
者
が
統
計
情
報
の

重
要
性
を
認
識
す
る
。

 

・
必
要
な
予
算
が
確
保
さ
れ
る
。 

＜
成
 
 
 
果
＞

 
 

 
 

・
作
成
し
た

V
il
la

ge
地
図
及
び
調
査
区
地
図
の
数

 
N

IS
 

1
0
. 

調
査
区
設
定
作
業
が
完
了
し
、
そ
の
成
果
が
人
口
セ
ン
サ
ス
の
実
施
及
び
そ
の
後
の
各
種

統
計
に
利
用
さ
れ
る
。

 
・
作
成
し
た

V
il
la

ge
地
図
及
び
調
査
区
地
図
を
利
用
し

た
統
計
調
査
数

 
N

IS
及
び
関
係
省
庁

 

・
結
果
表
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 
N

IS
 

1
1
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
及
び
審
査
の
結
果
、
個
別
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
統
計
表
が
作
成
・

公
表
さ
れ
る
。

 
・
個
別
デ
ー
タ
の
件
数
（
作
成
さ
れ
た
件
数
）

 
N

IS
 

1
2
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
の
統
計
表
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
統
計
的
に
分
析
さ
れ
、
分
析
結
果
が

公
表
さ
れ
る
。

 

・
分
析
結
果
の
刊
行
物
、
論
文
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

 

N
IS
、
州
計
画
局
、
関
係
省
庁

 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
統
計
表
の
件
数

 
N

IS
 

1
3
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
。

 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
個
別
デ
ー
タ
の
件
数

N
IS

 

・
刊
行
物
、
Ｃ
Ｄ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
統
計
地
図
及
び

セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
の
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ

れ
た
数
）

 

N
IS
、
州
計
画
局
、
関
係
省
庁

 

・
研
修
の
受
講
者
数

 
N

IS
 

1
4
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
書
籍
（
統
計
地
図
、
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス

を
含
む
）・

Ｃ
Ｄ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
提
供
さ
れ
る
。

 

・
研
修
参
加
者
の
理
解
度

  
小
テ
ス
ト
の
実
施

 

・
D

is
tr

ic
t、

C
o
m

m
u
n
e、

V
il
la

ge
及
び
調
査
区
別
の
小

地
域
統
計
表
数
（
作
成
さ
れ
た
数
、
公
表
さ
れ
た
数
）

N
IS
、
州
計
画
局
、
関
係
省
庁

 

・
研
修
の
受
講
者
数

 
N

IS
 

1
5
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
小
地
域
統
計
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
。

 

・
研
修
参
加
者
の
理
解
度

 
小
テ
ス
ト
の
実
施

 

1
6
. 

事
業
所
名
簿
が
作
成
さ
れ
、
経
済
統
計
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
と
し
て
利
用
さ

れ
る
。

 

・
事
業
所
名
簿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
業
所
数

 
N

IS
 

1
7
. 

関
係
者
間
で
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
（
調
査
区
や
セ
ン
サ
ス
結
果
等
）
共
通
理
解
が
得

ら
れ
る
。

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催
数

 
N

IS
 

1
8
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
の
各
活
動
の
手
続
の
詳
細
（
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
、
重
要
事
例
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
）
が
準
備
さ
れ
、
集
積
さ
れ
る
。

 

・
手
続
に
関
す
る
詳
細
記
録
の
数

 
N

IS
 

1
0
. 

人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
ド
ナ
ー
間
の
調
整
が
適
切
に
行
わ
れ
る
。

 
・
ド
ナ
ー
間
の
会
合
の
記
録

 
N

IS
 

・
各
関
係
機
関
と
の
必
要
な
調

整
が

N
IS
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

 

・
人
材
が
定
着
す
る
。

 

・
必
要
な
予
算
が
確
保
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

８．プロジェクト概要表（PDM）（改訂版） 
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＜
活
 
 
動
＞

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
企
画
及
び
調
査
の
実
施
】

 

投
 
 
 
入

 
外
部
条
件

 

1
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
企
画
及
び
調
査
の
実
施
並
び
に

U
N

F
P

A
そ
の
他
ド
ナ
ー
と
の
調
整

 
＜
日
本
＞

 
＜
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
＞

 

1
-2

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
調
査
区
設
定
の
実
施

 
専
門
家
派
遣
（

8
名
）

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

 

1
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
調
査
区
の
維
持
・
管
理

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
集
計
】

 

2
-1

 N
IS
に
お
け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（

U
N

F
P

A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
同

で
実
施
）

 

2
-2

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
集
計
の
実
施

 

2
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
個
別
デ
ー
タ
の
審
査

 

2
-4

 人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
表
の
作
成
及
び
審
査

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
分
析
】

 

3
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
集
計
結
果
の
分
析
（

U
N

F
P

A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
同
で
実
施
）

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
】

 

4
-1

 N
IS
に
お
け
る
人
口
統
計
の
統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発

 

①
 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
②
 
集
計
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 
③
 
調
査
区
設
定
／
統
計

G
IS

 
④
 
審
査
／
分
析

 
⑤
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
結
果
提
供

 
⑥
 
小
地
域
統
計

 
⑦
 
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

 
⑧
 
人
口
セ
ン
サ
ス
実
施
管
理
／
業
務

調
整

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 
・
他
メ
ン
バ
ー

 

4
-2

 統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
手
続
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス

:結
果
提
供
】

 
研
修
員
受
入
（
本
邦
及
び
第
三
国
）

 
 

 

・
U

N
F
P

A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
予

定
通
り
派
遣
さ
れ
る
。

 
・

20
0
8
年
の
総
選
挙
に
よ
り
人

口
セ
ン
サ
ス
の
日
程
が
変
動
し

な
い
。

 

5
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
報
告
書
の
編
集

 
 

 
前
提
条
件

 

5
-2

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の

C
D
の
作
成

 
 

5
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

 

①
 
人
口
セ
ン
サ
ス
（
分
析
）

 
②
 
人
口
セ
ン
サ
ス
（
小
地
域
統
計
）

 
③
 
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

 
 

5
-4

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
に
基
づ
く
統
計
地
図
の
作
成

 
供
与
機
材

 
施
設
等

 

5
-5

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
に
基
づ
く
セ
ン
サ
ス
ア
ト
ラ
ス
の
作
成

 

5
-6

 関
係
省
庁
等
統
計
職
員
に
対
す
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
利
用
・
分
析
に
係
る
研
修

 

【
人
口
セ
ン
サ
ス
：
小
地
域
統
計
】

 

6
-1

 N
IS
に
お
け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の

V
il
la

ge
別
詳
細
集
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（

U
N

F
P

A
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
共
同
で
実
施
）

 

6
-2

 州
計
画
局
等
統
計
職
員
に
対
す
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の

V
il
la

ge
別
詳
細
集
計
結
果
の
利
用
・

分
析
に
係
る
研
修

 

【
事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
】

 

7
-1

 事
業
所
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
調
査
企
画
の
実
施

 

7
-2

 事
業
所
名
簿
の
集
計
、
分
析
及
び
提
供

 

7
-3

 N
IS
に
お
け
る
経
済
統
計
調
査
用
サ
ン
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
の
構
築

 

①
 

A
３
カ
ラ
ー
複
合
機

 
②
 

A
４
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機

 
③
 
セ
ン
サ
ス
用
サ
ー
バ
ー

 
④
 
入
力
用

P
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連

機
器

 
⑤
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
⑥
 
セ
ン
サ
ス
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
サ
ー

バ
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
構
築
並
び
に

G
IS
用
）
等

 

・
日
本
人
専
門
家
の
た
め
の
事
務
室
及
び
事

務
用
品

 

7
-4

 事
業
所
統
計
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
実
施

 

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

 
 

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 

8
-1

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
係
る
運
営
経
費

 

8
-2

 調
査
区
設
定
結
果
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

 
 

そ
の
他

 

8
-3

 人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
公
表
時
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

 
 

8
-4

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
報
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

 

【
組
織
記
憶
】

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
た
め
に
必
要
な
デ

ー
タ
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
の
承
認
（
人
口

デ
ー
タ
、
経
済
デ
ー
タ
等
）

 

9
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
詳
細
手
続
関
連
の
文
書
の
作
成
お
よ
び
修
正

 

【
ド
ナ
ー
間
調
整
】

 
 

 

1
0
-1

 人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
調
整
委
員
会
へ
の
参
加

 
 

 

1
0
-2

 U
N

F
P

A
そ
の
他
ド
ナ
ー
と
の
会
合
及
び
調
整

 
 

 

・
U

N
F
P

A
及
び
他
ド
ナ
ー
の

20
08
年
人
口
セ
ン
サ
ス
へ
の
協

力
が
同
セ
ン
サ
ス
終
了
ま
で
継

続
す
る
。

 
・
ノ
ン
プ
ロ
無
償
見
返
り
資
金

な
ど
に
よ
り
人
口
セ
ン
サ
ス
に

必
要
な
資
金
が
確
保
さ
れ
る
。

 
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が

2
0
08
年

人
口
セ
ン
サ
ス
を
延
期
ま
た
は

中
止
し
な
い
。

 
・
統
計
セ
ン
タ
ー
が
計
画
通
り

建
設
さ
れ
る
。
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Number of Official of the National Institute of Statistics, Ministry of Planning

By 10 March 2009

Male Female Both sexes

1 Director General 1 0 1

2 Deputy Director General 4 1 5

3 Director of Department 4 0 4

4 Deputy Director of Department 19 3 22

Sub-Total 28 4 32

0* New enterer 16 3 19

1 Office of Administration 10 7 17

2 Office of National Accounts 9 1 10

3 Office of Price 5 1 6

4 Office of Coordination and Cooperation 11 1 12

5 Office of Computer System Development 2 2 4

6 Office of Data 2 1 3

Sub-Total 55 16 71

0* New enterer 6 4 10

1 Office of Agriculture Statistics 11 3 14

2 Office of Industry and Commerce Statistics 9 3 12

3 Office of Construction, Tourism Statistics 7 1 8

4 Office of Analysis and Syntheses of Economic Statistics 3 1 4

Sub-Total 36 12 48

0* New enterer 9 2 11

1 Office of Education, Youth and Sport Statistics 10 2 12

2 Office of Social and Labor Statistics 10 3 13

3 Office of Health, Culture, Information, and Religion Statistics 9 5 14

4 Office of Analysis of Social Statistics 6 4 10

Su-Total 44 16 60

0* New enterer 15 7 22

1 Office of Demographic 9 3 12

2 Office of Census 11 5 16

3 Office of Survey 13 4 17

4 Office of Fieldwork Operation 13 3 16

5 Office of Statistic Information 10 11 21

Sub-Totak 71 33 104

234 81 315

Note: 

* New enter into the NIS and they are not yet put in any office of each depertment.

Department of Census and Survey

Grand Total

Title and Office Name Number

Department of General Statistics

Department of Economic Statistics

Department of Social Statistics

 
 

 

 

11．NIS部署別人員数（2009 年 3月現在） 
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